



Study on the Space by an Analysis of Human Movement (Part 31) 
Passing throngh by plural Walkers 
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置し，乙の内側を被験者(男子大学生M=2，3， 4， 5 
人)が通り抜け歩行するものである.被験者の出発点に
おける配列位置 (S.P)は，図21と示すとおりである.
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(c) H = 135侃
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体では家具高さ45c加が歩行者lζ整然と速く歩行させる効
果があると考えられるのに対し，片面壁体では逆に家具
高さ 135cmがそれに該当する.また突出家具を考えると，
通路幅が狭い場合だと強く歩行者に影響を与えるが，広
くなると家具高さに関係なし歩行集団全体に与える影
響は小さい.家具側歩行者iC作用する程度である。
右家具と左家具とを比較すると，一般に右家具の方が
歩行者に強く作用するものと考えられる.
歩行特性の関係をみると，一般に歩行形態が整然とし
た隊形の場合は，歩行間隔は狭く，歩行速度は速く，肩
図8
乙の結果次の乙とが考えられる。人数2，4人は特殊な
ケースとして考えねばならない.すなわち，人数2人は
集団というより個人に近く，歩行者個人の特性が出やす
い.人数4人は，先頭者がはっきりしているため，家具
による影響より歩行者同士の影響が強い.また人数3人
と5人では，横一列と二列であるため多少異なった様相
を呈することを考慮しておかねばならないだろう.
また両面壁体と片面壁体とは，同じ家具があっても歩
行者lζ与える影響は異なる.長家具を考えると，両面壁
宏
早考7. 
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のふれ角は小さいという関係が成り立つ.しかし，乙う
したものは単に一次的な関係をもって成立しているもの
ではなく，総合的な分析が必要であろう固
8.結び
両側にそそりたつ壁体のようなものは，歩行者iζ圧迫
感を与え，整然と速く歩かせる要素を持つ.一方開放的
な感じを与える通路では，自由にゆったりと歩行させる
要素を含んでいると考えられる.乙うしたととを考慮す
ると，歩行空間形態によって家具の選択はなされなけれ
lまならない.
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